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オーダーメイド見学ツアー参加者 増加

成果 上げる

中野市への移住を促進させるため、オンラインのセミナーの開催など情報発信を強化する。

成果指標と目標値
を設定した理由

受け入れ環境の整備を進めてランキングを上昇させることが認知度向上につながるため。ま
た、訪問歴を作ることが移住へのステップとして重要であるため。

令和３年度の
実施方針

重点的に実施 活動量 増やす コスト 維持する

成果 73 位 28 位 －
住みたい田舎ベストランキング 増加

目標

成果 32 人 － 人 －

目標 ― 人 40

― 位 50 位 50 位

人 40 人

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 181,875,991 275,327,600 16,475,440

市民１人当たりコスト 円 4,275 6,495

人件費　Ｂ 円 10,886,980 8,928,600 8,296,440
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成果指標　アウトカム 方向 令和元年度 令和２年度 令和３年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 2,896,011 6,944,000 5,845,000

市債 円

その他特定財源 円 168,093,000 256,455,000

正規職員数 人 1.69 1.38 0.94

県支出金 円 3,000,000 750,000

決算（見込）額　Ａ 円 170,989,011 266,399,000 －

財源内訳

国庫支出金 円

1,584,000

補正・流用等 円 121,040,000 85,255,000 －

合計 円 210,644,000 266,399,000

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

市外からの移住希望者 移住者の増加

現状・課題

予算額

当初予算 円 89,604,000 181,144,000 8,179,000

8,179,000

コロナ禍で対面型のセミナーや相談会の開催が難しい状況が続き、オンラインでの取り組みを行っ
ている。

市が行う理由
及びその根拠

その他 人口減少対策として社会増減ゼロを目指す（総合戦略の基本目標）

事務事業概要
住まいや仕事など移住環境の整備を行い、市の認知度を上げ、訪問歴を作りつながりを持つことで
移住先の選択肢に入れてもらう仕掛けづくりを行う。

令和３年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

ＷＥＢ情報発信

移住者受け入れサポート企業募集

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ７款 商工費 計上

項 １項

目指す姿

目 ４目 交流推進費 平成27年度

政策 05 観光・交流の振興 係 ちょうどいい田舎暮らし推進係

総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 営業推進課

施策 03 移住支援と情報発信 内線電話 256

商工費 実施期間

事務事業名 移住定住促進事業
目標設定日 令和3年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和３年度目標設定） 事務事業№ 050214

経済部



活動内容 ４月 ５月 ６月

令和３年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

移住支援事業

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 営業推進課

係 ちょうどいい田舎暮らし推進係

事務事業名 移住定住促進事業

部・局

移住相談、オーダーメイド見学ツアー（随時）

首都圏等での移住セミナー、移住相談会の開催


